

































































体積弾性係数を求め，両者とも一定の定数とみなせることを明らかにしている O また， 3次元粘弾性
構成方程式の定式化を行って，種々の動的応力解析問題に供し得るようにしている O
(3) 有限積分変換法によって縦衝撃，ねじり衝撃の両実験で観測された波形を解析し実験波形と良く
一致することを示して，同定した粘弾性モデルの妥当性，及び有効性を検証している O また，粘弾性
縦波に及ぼす横方向慣性の影響を検討し初等理論に基づく実験と解析から正しく粘弾性特性が求め
られるための条件を明らかにしている O
以上のように本論文は，材料の粘弾性特性及び構成方程式を求めるための新しい方法を確立すると同
時に，その妥当性，有効性を実証しており，その成果は材料の動力学に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
? 。
